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「見合って！見合って！！」
（7月30日笠間市小学校相撲大会）
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月
11
日
（
水
）
11
時
ご
ろ
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時

に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
、
確
実
に
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

笠
間
市
が
当
日
実
施
す
る
訓
練
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達
訓
練

情報伝達手段 内　　　　　容

防災行政無線の
試験放送

　市内に設置してある防災行政無線から、毎
日実施している定時試験放送と同じくらいの
音量で次の放送内容が一斉に放送されます。
【放送内容】
　「これは、試験放送です。」×3
　＋　「こちらは、ぼうさいかさまです。」
　＋　防災行政無線チャイム

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
特
性
を
理
解

し
た
う
え
で
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
市
で
は
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
設
立
と
資
機
材
整
備
に
対
し
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立
状
況

　
　
　

組
織
数
１
０
２
組
織　

組
織
率
41
・
59
％
（
世
帯
）

（
平
成
25
年
7
月
1
日
現
在
）　　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
よ
う
!!

【
問
合
せ
】
総
務
課
（
内
線
２
０
６
）

▲心肺蘇生法体験の様子【南友部地区】

▲発電機確認の様子【鴻巣2区】

災
害
に
備
え
て

注
）
笠
間
市
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

※�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
各
都

道
府
県
お
よ
び
市
町
村
に
、
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
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気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災

害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。
甚は
な
はだ
し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
等
が
予
想
さ
れ
、
重

大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
特

別
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、
8
月
末
（
予
定
）
か
ら
新
た
に
「
特

別
警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警

報
は
「
東
日
本
大
震
災
」
や
、
日
本

観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た

「
伊
勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
「
平

成
23
年
台
風
第
12
号
」
の
豪
雨
等
の

よ
う
な
現
象
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
数
十
年

に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
、
非
常
に
危

険
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指
示
・
勧
告

等
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る

た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
等
の
被
害
を
最
小
限

に
防
ぐ
に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表

さ
れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の

気
象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め

の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た
や
家

族
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

特別警報は行政機関や様々なメディアを通じて伝えられます。
情報収集に努めてください。

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

【問合せ】水戸地方気象台防災業務課　℡029-224-1106

テレビ ラジオ インターネット
防災無線

広報車

特別警報に相当する大雨の例
平成23年台風第12号

特別警報に相当する津波の例
東日本大震災地震（平成23年）

特別警報の
伝達の流れ

気
象
庁

住
　
民

自治体

報道機関

『
特
別
警
報
』の
発
表
を

開
始
し
ま
す
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　「デマンドタクシーかさま」は、多くの皆さんにご利用を頂き、運行開始から5年が経過しました。引き続き公
共施設や病院をはじめ、お買い物やおでかけなど、身近な公共交通として便利にご利用いただくためのポイント
を紹介します。

◇予約は、利用を希望する日の2日前（運休日を除く）から、希望する運行時刻の30分前までです。
　（午前8時15分便については、前日までに予約をお願いします）
◇お帰りもご利用の際はあらかじめ往復のご予約をお勧めします。
◇キャンセルの場合は、すみやかに予約センターまでご連絡ください。

　予約は30分前が締め切りですよね。
　予約の電話がつながりにくいことがあるの。診察時
間に間に合わなくなってしまうのは困るんだけど…。
どうしたらいいの？

　友部駅に10時の便で10時30分までに行きたいの。
大丈夫かしら。デマンドタクシーはどのような運行方
法をしているの？

　時間帯によって電話が混み合い、つながりにくくなる場合があります。午前中
に比べ、午後の方が比較的つながりやすくなっています。
　ご予約は2日前から受け付けていますので、希望する日の前日の午後など、早め
のご予約をお勧めします。

　デマンドタクシーは、同じ時刻の便を予約した他の利用者と乗り合いながら、
目的地まで送迎します。そのため、「○時○分に」という時間を指定した乗車や降
車はできません。例えば10時便の予約をされたときは、11時までに目的地に到着
するよう運行しています。
　デマンドタクシーの特性をご理解のうえ、時間に余裕をもってご利用ください。

予約の電話がつながらないときは

送迎時間（乗り合い）について

【予　約】デマンドタクシー　予約センター ℡0296-70-9000
【問合せ】笠間市商工会友部事務所 ℡0296-77-0532　笠間市役所企画政策課（内線213）

利用者

オペレーター

オペレーター利用者

乗って　出かけてみませんか！

※各便1時間以内で運行が可能な配車をしています。

運 行 日▶月曜日から金曜日
運 休 日▶土日・祝日、8月13日～16日、12月29日～1月3日
運行ダイヤ▶�午前8時15分から午後4時（午後5時運行終了）

8時15分便   9時便 10時便 11時便 12時便
  13時便 14時便 15時便 16時便
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乗車券取り扱い場所
◎笠間地区
青木屋呉服店（福原2124-6）
アオキヤ呉服店（福原2127-3）
株式会社　東屋商店（下市毛281）
石本病院（石井2047）
有限会社　大本自動車（稲田3179-1）
かさまグリーンハウス（福田3199）
笠間ショッピングセンターポレポレ（赤坂8）
神里医院（笠間1256）
コンフォルトかさま（石井2253-1）
有限会社　篠屋商店（笠間984）
関接骨院（笠間4362-14）
株式会社　テンダーハウス（石井乙140-7）
のざわ化粧品店（稲田4115）
株式会社　塙屋（笠間1285）
ファミリーマート笠間中央店（笠間1337）
柳岡商店（稲田1419）
笠間市社会福祉協議会笠間支所（石井717）
笠間市商工会（笠間1464-3）
笠間市役所笠間支所【福祉課】（石井717）
◎友部地区
株式会社　旭商事（旭町317-2）
有限会社　あづまや本店（上市原1776）

グリーンハウスともべ（鯉淵6269-11）
ケアハウス悠（鯉淵6266-185）
スドウ酒店（八雲1-1-20）
正和通信株式会社（上市原1680）
トータル　カーケア　ショップ メディカル（大田町920-1）
美容室アンシャンテ桜（上市原661）
ファミレス　ふれんず（東平1-1-25）
有限会社レディスショップ　カトレヤ（東平2-5-5）
県立中央病院売店（鯉淵6528）
笠間市社会福祉協議会友部本所（美原3-2-11）
いこいの家はなさか（橋爪586-4）
笠間市商工会友部事務所（東平2-3-3）
笠間市役所本所【社会福祉課・子ども福祉課・高齢福祉課・企画政策課】（中央3-2-1）
笠間市立病院（中央1-2-24）
◎岩間地区
いこまらいすせんたあ蛍の里のお米屋さん（上郷1812）
梅里クリニック（下郷4468）
株式会社　ジェイティーエス（下郷4147-1）
有限会社　菅谷薬局（下郷5012）
にしぼり整形外科（泉2077-3）
笠間市社会福祉協議会岩間支所（下郷5139-1）
笠間市商工会岩間事務所（下郷4439）
笠間市役所岩間支所【福祉課】（下郷5140）

・�デマンドタクシーは市内全
域を3つのエリアに分けて
運行します。（市外には行
くことができません）
・�エリア内の移動であれば、
乗り換えなしで送迎しま
す。
・�目的地が各エリアを越える
場合は、車両の乗り換えを
行い送迎します。（乗換券
が発行されるので、乗り換
えは無料です）

【乗り換え場所】
◎エリア1とエリア2
　笠間ショッピングセンター
◎エリア2とエリア3
　笠間市役所（本庁）
※�エリア2については、道路
の整備状況および利用状
況によって、エリア内で
も乗り換えを必要とする
場合があります。

デマンドタクシーかさま
エリアＭＡＰ

友部地区共通エリア
凡例

笠間地区共通エリア

友部地区共通エリア
乗入区域

高速道路・
インターチェンジ 注意：�字界および運行エリアの境界はおおよその位置ですので、

目安としてご利用ください。詳細な位置等は予約の際に
ご確認をお願いします。
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【被災地の現在の状況】

　被災した施設などの復旧や幹線道路、雨水幹線整備等は100％近くまで進み、震災前と同じ状況に
整備されているように見えます。
　一方、下水道については汚水幹線整備の復旧が約12％と遅れているため、排水機能が低下し、市
民生活に支障をきたしている状況です。
　また、海抜0ｍであった街が震災の影響で地盤沈下したため、降水量が多い時は市内数箇所が冠水
し、雨水等を河川へ強制排出する状態が続いています。
【市役所での仕事】

　　　　　　　　　　雨水等を河川に強制排出するための雨水ポンプ増設工事の監督業務
【今、思うこと】

　震災から2年4か月が過ぎ、何も無かったかのように生活をしている今日ですが、仮設住
宅にて生活を余儀なくされている市民の方も多くいます。復興事業に関しては難題も多く、
いまだ手つかずの地域が多いのが現状です。残された派遣期間、市民の方が安心して生活
ができるよう一日も早い復旧に努めたいと思います。

　笠間市では、東日本大震災により被災した市町村の復旧の一助となるべく、平成24年度から岩手県宮古市と宮城県
多賀城市に職員を派遣しています。派遣されている2人は平成25年4月から被災地に赴任し、現地の職員と共に、税金
の相談や土地・家屋の調査、雨水を河川に排出するための工事にあたるなど、復旧復興に尽力しています。

人口：62,536人（平成25年7月1日現在）
面積：19㎢
位置：宮城県の中央部に位置し、仙台市と
隣接していることから、ベットタウンとし
て発展してきた街。

宮城県多賀城市

人口：57,655人（平成25年7月1日現在）
面積：1,260㎢
位置：岩手県沿岸部のほぼ中央に位置し、
本州最東端の街。県庁所在地である盛岡市
から宮古市内中心部まで約100km。

岩手県宮古市

【被災状況】
津波の最大波：4.6ｍ以上
市内の1/3以上が浸水
死者数：188名
仮設住宅：約1,285世帯、1,975名が入居

【被災状況】
津波の最大波：8.5ｍ以上
死者数：517名
行方不明者数：94名
仮設住宅：約1,600世帯、約3,700人が入居

【被災地の現在の状況】

　震災から3年目を迎え、被災施設等の復旧も進み、主要産業である水産業の水揚げ等も回復傾向に
あります。また、仮設住宅に住む被災者の住宅再建および災害公営住宅への入居に向け、高台移転
のための宅地等の造成工事も着工されており、復興へ向けたさまざまな事業が急ピッチで進められ
ている状況です。
【市役所での仕事】

　土地、家屋の調査。国土調査事業に係る異動処理。資産税に関す
る相談。
【今、思うこと】

　復興が進むなか、仮設住宅に住む被災者の方々は、既に自力で再建された方もいますが、
多くの方々は市が着工している高台移転等公共事業の完了を待っている状況にあります。
しかし、事業が完了しても住宅再建や災害公営住宅へ入居するまでには、まだ数年を要す
ることから、復興までにはまだ長い時間が必要であると感じています。早期復興を目指し、
地域の方々と共に頑張りたいと思います。

前
ま え の

野　勉
つとむ

さん
（石岡市在住）

田
た な か

中　博
ひろし

さん
（寺崎在住）

～東日本大震災 被災地の今～ 被災地派遣職員から…

工事の打合せの様子

2年4か月ぶりに再開した
宮古市広域総合交流促進施設
「シートピアなあど」
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笠間市職員の採用試験案内
　市立病院に勤務する市職員の採用試験を次のとおり実施します。

○職種・採用予定数・受験資格等

職　種
採用
予定数

年齢・資格要件 採用予定日

看護師 1名程度
昭和48年4月2日以降に生まれた人で、看護師の免許を
有する人、または平成25年度中に実施される国家試験に
より看護師免許の取得見込みの人 平成26年4月1日

※採用は原則と
し て 平 成26年4
月1日ですが、場
合によっては、
それ以前に採用
されることがあ
ります。

医療ソーシャルワーカー 1名程度
昭和48年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士の免
許を有する人、かつ3年以上病院等において医療相談・
入退院調整等の業務経験を有する人

作業療法士 1名程度
昭和48年4月2日以降に生まれた人で、作業療法士の免
許を有する人、かつ3年以上病院等において、入院リハ
ビリ・在宅リハビリなどの業務経験を有する人

言語聴覚士 1名程度
昭和48年4月2日以降に生まれた人で、言語聴覚士の免
許を有する人、かつ3年以上病院等において、入院リハ
ビリ・在宅リハビリなどの業務経験を有する人

※�平成25年度に行われる看護師の国家試験を受験する人については、国家試験に合格しない場合は、この試験に
合格しても採用されません。

○受験申込み手続き

　（1）申込書類および採用試験実施要項の請求
　　●申込みには、次の3つの書類が必要です（所定のもの以外は使用不可）。
　　　採用試験実施要項で内容をよく確認してお申し込みください。
　　　①申込書　　　②自己紹介書　　　③履歴書
　　●上記書類の配布場所
　　　笠間市役所本所秘書課人事給与グループ・笠間支所地域課・岩間支所地域課
　　●ホームページからダウンロードすることもできます　HPアドレス　http://www.city.kasama.lg.jp/
　　●郵便で請求することもできます
　　　�封筒の表に「看護師ほか職員採用試験申込用紙請求」と朱書し、返信用封筒（あて先を明記し、140円切手

を貼った角2サイズ）を必ず同封して、笠間市役所秘書課人事給与グループあてに送付してください。
　（2）申込書類の提出
　　●提出先　笠間市役所秘書課人事給与グループ
　　●受付期間　平成25年8月19日（月）～ 平成25年9月6日（金）
　　　　　　　　月曜日から金曜日の午前8時30分〜午後5時15分
　　●郵送でも受付けます（詳しくは採用試験実施要項をご覧ください）
　（3）受験料：無料
　（4）その他：試験申込者には受験票を交付します。
○試験日および試験会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　試 験 日：平成25年10月5日（土）
　　試験会場：笠間市役所
　　試験内容：適性検査、適応性検査、個人面接
○問合せ

　　〒309－1792　茨城県笠間市中央3－2－1
　　笠間市役所 市長公室秘書課 人事給与グループ　℡0296-77-1101（内線551・552）
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◎気をつけたい、水分のとり方

バランスのよい食事とは

水分をとるときの注意

○主食・主菜・副菜をそろえた食事を1日3食きちんと食べましょう

○肉・魚・卵・大豆製品などのたんぱく質を十分にとりましょう

○肉と魚は1：1程度になるように食べましょう

○油脂類の摂取が不足しないように注意しましょう

○牛乳は毎日、200ml以上飲むようにしましょう

○食欲がない時は、食べられるものを少量でもとるようにしましょう

○こまめに水分を補給しましょう

○�冷たいものを一気に飲むと胃腸が冷えて消化能力が落ちることがありますので、注意

しましょう

○ジュース等をたくさん飲むと食事に支障をきたします

【問合せ】笠間市地域包括支援センター　℡0296-78-5871

～栄養編～
みんなで考えよう介護予防!

　夏になると、「何となくだるい」「食欲がない」「ぼんやりする」などと感じるこ
とが多くなります。夏の暑さは、体力を激しく消耗します。その上、食欲がない
ために栄養補給ができず、栄養が不足してしまいます。栄養が不足すると免疫機
能が低下し、肺炎などの感染症にかかりやすくなります。また、筋力が弱くなる
ため、転ぶと骨折しやすくなり寝たきりの原因になることもあります。
　夏の暑さ対策をして体力の低下を予防し暑い夏を乗り切りましょう。

　夏場の水分補給は、熱中症などを予防するうえでとても大切です。高齢者は、若
いときにくらべて水分をためておく能力が衰えたり、のどの渇きを感じにくくなっ
ていることから脱水症状を起こしやすくなります。常温や温かい飲み物を少しずつ
飲むようにしましょう。夏場は特に意識して水分を補給し、脱水症、熱中症などを
予防しましょう。

＊水分や食事に制限がある方は、主治医に相談してください。

夏こそバランスのよい食事を心がけましょう。

食欲がないとき
は、レモンや酢
などで酸味をつ
け た り、 わ さ
びなどの香味料
を使ったりしま
しょう。
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笠間から出発！地域活性化への起爆剤に

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が地方
へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。笠間市では平成25年度
より3名の隊員を受け入れました。 
　地域資源を発掘し、それらを活用した振興活動などを通じて、地域活性化への起爆剤になることを期待
しています。 

中
なかじま

島　良
りょうこ

子さん

◆前住所
　東京都中央区
◆プロフィール
　会社員として働きながら、
陶芸教室に通っていました。
そこで陶芸の奥深さに魅了
され、陶芸に興味を持ち、地
域おこし協力隊に応募しまし
た。
◆意気込み
　笠間焼の陶芸作家を目指す
とともに、風土や人、文化、
歴史、食に優れた魅力あふれ
る笠間市を広く人々に知って
もらえるような工夫をしたい
と思います。

島
し ま だ

田　奈
な み

実さん

◆前住所
　埼玉県上尾市
◆プロフィール
　文化人類学の観点から、大
学で地域活性と観光を学び
ました。実際に現場で自らで
きることをやってみたいと思
い、応募しました。
◆意気込み
　笠間は陶芸・栗・菊など資
源がたくさんあるのでこれら
を組み合わせて、魅力を高め
ていきたいです。また、地域
に根ざしたもので、地元の人
が気付かない面白さを発見し
ていきたいと思います。

舟
ふなこし

越　芳
よしゆき

行さん

◆前住所
　千葉県千葉市
◆プロフィール
　ワーキングホリデーで
オーストラリアやニュー
ジーランドなど、2年間を旅
していました。その後、 自
然の豊かな笠間で暮らした
いと地域おこし協力隊に志
願しました。
◆意気込み
　自然と地域に溶け込んだ
特色を見出し、食・農・陶
を組み合わせた取り組みを
広げ、笠間市の魅力を発信
していきたいと思います。
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第
13
回
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま

市
内
入
賞
者
《
敬
称
略
》
～
入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

特
別
賞
Ｂ
部
門
（
小
学
4
年
生
～
6
年
生
）

◆
笠
間
市
教
育
長
賞

　

	

中な
か
ざ
わ澤　

友と
も
や哉
（
南
小
学
校
5
年
）

優
秀
賞

Ａ
部
門	

仲な
か
た田　

帆は
ん
な那
（
佐
城
小
2
年
）

	

磯い
そ　
　

葵あ
お
い衣
（
稲
田
小
3
年
）

Ｂ
部
門	

石い
し
つ
か塚　

太た
い
よ
う陽（
稲
田
小
6
年
）

	

伊い
し師　

潤じ
ゅ
ん
と大（
友
部
二
小
5
年
）

Ｃ
部
門	

河か
わ
ら
い
原
井
奈な
な々
（
東
中
1
年
）

	

石い
し
い井　

真ま
み美
（
東
中
1
年
）

	

横よ
こ
す
か
須
賀　

歩あ
ゆ
み（
岩
間
中
3
年
）

選　

奨

Ａ
部
門	

若わ
か
な菜
利り
り
か
里
香
（
北
川
根
小
2
年
）

	

鈴す
ず
き木　

夢ゆ
う
と叶
（
箱
田
小
2
年
）

	

大お
お
ぜ
き関　

康こ
う

生せ
い（
佐
城
小
2
年
）

Ｂ
部
門	

青あ
お
き木
建け
ん
た
ろ
う

大
朗
（
稲
田
小
6
年
）

	

永な
が
ほ
り堀　
　

遼り
ょ
う（
南
小
4
年
）

	

竹た
け
し
た下　
　

丞じ
ょ
う（
南
小
4
年
）

	

清し
み
ず水　

優ゆ
う
き喜
（
南
小
4
年
）

	

小お
じ
ま嶋　

珠た
ま
き妃
（
南
小
5
年
）

	

篠し
の
は
ら原　
　

周し
ゅ
う（
笠
間
小
4
年
）

	

松ま
つ
お
か岡　

慶け
い
す
け祐（
笠
間
小
4
年
）

	

磯い
そ
の野
さ
ら
か
（
友
部
二
小
5
年
）

	

友と
も
べ部　

雄ゆ
う
ま真
（
友
部
二
小
5
年
）

	

吉よ
し
だ田　

悠ゆ
う
か華
（
友
部
二
小
5
年
）

	

上う
え
は
ら原　

海か
い
と翔
（
友
部
二
小
5
年
）

	

川か
わ
の
べ
野
邊　

綾あ
や（
友
部
二
小
5
年
）

	

小こ
ば
や
し林　

愛ま
な
や哉
（
友
部
二
小
5
年
）

	

田た
な
か中　

侑ゆ
う
や哉
（
友
部
二
小
5
年
）

	

沢さ
わ
や
ま山　

り
お
（
友
部
二
小
5
年
）

Ｃ
部
門	

飯い
い
だ田
ひ
か
り
（
笠
間
中
2
年
）

	

渡わ
た
な
べ邊
み
さ
と
（
笠
間
中
2
年
）

	

成な
り
た田　

夏な
つ
み美
（
東
中
1
年
）

	

塩し
お
は
た畑　

聖せ
い
か華
（
東
中
1
年
）

	

笹さ
さ
ぬ
ま沼　

聖せ
い
じ司
（
東
中
1
年
）

	

青あ
お
き木　

尚な
お
や也
（
南
中
1
年
）

	
赤あ
か
が
み上
め
ぐ
み
（
南
中
1
年
）

	
黒く
ろ
さ
わ澤　

流る
か香
（
友
部
二
中
1
年
）

	

浅あ
さ
の野　

真ま
こ
と琴
（
岩
間
中
2
年
）

	

杉す
ぎ
や
ま山
侑ゆ
き
み
季
美
（
岩
間
中
3
年
）

	

磯い
そ　

和わ
か
な
佳
奈
（
稲
田
中
2
年
）

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
課
（
内
線
３
８
３
）

作品名
「トマトのうつわ」

「
第
13
回
全
国
こ
ど
も
陶
芸
展
in
か
さ
ま
」

開
催
中
!!

　

全
国
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
入
賞
作

品
１
５
０
点
と
中
学
3
年
生
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
の
創
造
力
豊
か
な
作
品
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期　

間
】
9
月
1
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　

�

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

※
休
館
日　

�

8
月
19
日
（
月
）・
8
月
26
日
（
月
）

【
会　

場
】�

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　

県
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
［
笠
間
市
笠
間
２
３
４
５
］

◎
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
入
場
無
料

第
7
回
笠
間
市
近
郊
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
結
果

　
〔
6
月
30
日
（
日
）
柿
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
〕

優　

勝　
　

小
美
玉
イ
ー
グ
ル
ス

準
優
勝　
　

オ
ー
ル
美
野
里

第
3
位　
　

友
部
シ
ニ
ア

第
10
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

茨
城
Ａ
地
区
予
選
会
結
果

　
〔�

6
月
23
日
（
日
）
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
〕

順
位

ス
ト
ロ
ー
ク

学
校
名

優　

勝

１
４
５

岩
間
第
三
小
学
校

第
2
位

１
４
８

友
部
小
学
校

第
3
位

１
４
９

北
川
根
小
学
校

第
4
位

１
６
１

稲
田
小
学
校

第
5
位

１
７
０

宍
戸
小
学
校

第
6
位

１
７
９

笠
間
小
学
校

第
7
位

１
８
５

友
部
第
二
小
学
校

第
8
位

１
８
５

大
原
小
学
校

第
9
位

１
８
６

佐
城
小
学
校

第
10
位

１
９
３

南
小
学
校

第
11
位

１
９
５

箱
田
小
学
校

第
12
位

２
０
５

岩
間
第
二
小
学
校

第
13
位

２
２
４

岩
間
第
一
小
学
校

※�

1
位
～
4
位
が
全
国
大
会
出
場
権
獲
得
。

ま
た
、
昨
年
全
国
で
3
位
の
友
部
小
は

シ
ー
ド
で
出
場
。

　

笠
間
市
よ
り
計
4
校
が
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
8
月
17
日
（
土
）
に
宮
城

県
の
仙
台
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
行

わ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度
第
26
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

茨
城
県
大
会
結
果
（
水
泳
大
会
）

　
〔�

7
月
6
日
（
土
）
常
陸
太
田
市
水
府　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
〕

総
合
優
勝　
　
　

笠
間
市

総
合
第
二
位　
　

北
茨
城
市
・
小
美
玉
市

総
合
第
三
位　
　

か
す
み
が
う
ら
市

笠間市からは25名の小中学生が参加し、
団体戦で総合優勝を収めました。
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・�

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま

す
か

　

岩
間
の
工
場
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と

ク
リ
ー
ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。
私
は

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
造
部
署
に
所
属
し

て
お
り
、
年
間
１
７
，０
０
０
ｔ
を
24

時
間
体
制
で
生
産
し
て
い
ま
す
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
箱
詰
め
や
、
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
に
積
み
込
む
「
充じ

ゅ
う
て
ん填」
と
言
わ
れ
る

工
程
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

・
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
安
全
で
安
心
な
食

べ
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
に
合
格
し
、
製
品

が
出
庫
さ
れ
る
の
を
見
た
時
に
達
成
感

と
同
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

・�

社
会
人
と
し
て
の
決
意
・
目
標
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　

私
の
決
意
は
最
後
ま
で
仕
事
を
や
り

遂
げ
る
こ
と
で
す
。

　

正
社
員
と
し
て
入
社
す
る
前
に
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
働
い
て
い
る
時
に
、
東

日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
工
場

を
復
旧
す
る
一
員
と
し
て
、
全
員
一
丸

と
な
り
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
こ

の
会
社
で
仕
事
を
し
た
い
気
持
ち
が
強

く
な
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
期
間
終
了
後
も

気
持
ち
は
揺
る
が
ず
、
正
社
員
採
用
募

集
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

正
社
員
に
推
薦
し
て
く
れ
た
方
、
今

の
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
方
々
へ

の
恩
返
し
も
込
め
て
、
今
度
は
私
が
他

の
人
か
ら
頼
ら
れ
、
新
し
い
人
材
を
育

て
ら
れ
る
人
物
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

社
会
人
～
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連
絡
会
～

不二製油株式会社　笠間市安居2600番地8 　

今
回
紹
介
す
る
の
は
岩
間
工
業
団
地
に
あ
る
不
二
製
油
株
式
会
社
で
働
く
小お

そ
の
え

薗
江

誠せ
い
い
ち一
さ
ん
で
す
。〔
笠
間
市
在
住
・
入
社
2
年
目
〕

教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

教
育
委
員
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
・
学
術
・

文
化
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
方
の
中
か
ら
市
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
主
に
、
学

校
や
教
育
機
関
の
設
置
・
管
理
、
学
校
教
育
、
社

会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
財
な
ど
、
教
育
に
関

す
る
事
務
を
管
理
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
は
、
教
育
委
員
に
よ
る
合

議
制
の
執
行
機
関
で
、
地
方
公
共
団
体
の
長
か
ら

独
立
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長

委
員
長

職
務
代
理
者

平ひ
ら
さ
わ澤

　
憲け

ん

じ次

　

平
成
22
年
6
月
24
日
委
員
就
任

　

平
成
25
年
6
月
24
日
委
員
長
就
任

委
　
員

井い
の
う
え上

　
明あ

け

み美

　

平
成
23
年
6
月
24
日
就
任

委
　
員

小お

の

せ

野
瀬
　
彰

あ
き
ら

　

平
成
25
年
6
月
24
日
就
任

教
育
長

飯い
い
じ
ま島

　
　
勇

い
さ
む

　

平
成
22
年
6
月
24
日
再
任

柴し
ば
や
ま山

　
博ひ

ろ
み
つ光

　

平
成
24
年
6
月
24
日
委
員
再
任

　

平
成
25
年
6
月
24
日�

委
員
長
職
務

代
理
者
就
任

【
任
期
】
就
任
年
月
日
よ
り
4
年
間

小薗江さん 作業の様子

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
の
企
業
で
働
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
社
会
人
を
紹
介
し
ま
す
。
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平成26年度  公立・私立幼稚園　入園募集案内

運動会の写真撮影はパパにおまかせ！～パパのためのデジカメ講座～
　秋のイベントの代表と言えば、“運動会”。運動会でのパパの活躍を応援すべく、プロカメラマンを講師に
迎えます。動き回る子どもたちを上手に撮影するテクニックを学びませんか。

日 時 9月7日（土）午後1時〜3時
会　　 場 友部公民館　大会議室
講　　 師 �稲

い な だ

田浩
ひ ろ お

男さん
　　　　　（イナダ・スタジオ代表　稲田写真塾主宰）
対 象 者 �市内在住の小学生以下のお子さん、お孫さん

を持つパパ、おじいちゃん
　　　　　（ママ、おばあちゃんも一緒に参加OK）

定 員 20組（申込多数の場合抽選）
持 ち 物 お使いのデジタルカメラ（一眼レフカメラ可）
参 加 料 無料
託 児 有（要予約）
申 込 締 切 8月26日（月）
申込・問合せ 秘書課　男女共同参画推進室（内線225）

幼　稚　園　名 入園願書
配布開始日

入園受付
期　　間

運動会
予定日 備考

笠間幼稚園
（笠間2671-2）

TEL 0296-72-0216
FAX （同上）

10月1日㈫ 11月1日㈮～
　　12日㈫          

10月5日㈯ 3歳児～5歳児各2クラス

稲田幼稚園
（稲田2151-4）

TEL 0296-74-2958
FAX（同上） 10月5日㈯ 3歳児～5歳児各1クラス

通級型ことばとこころの教室

あゆみ幼稚園
（寺崎28-1）

TEL 0296-72-7195
FAX（同上）

9月2日㈪

10月1日㈫～

10月5日㈯
9/13㈮　体験入園　10:00～
体育教室を予定しています。
見学等、随時行っています。

こじか幼稚園
（箱田6-4）

TEL 0296-72-6636
FAX 0296-72-6910 10月12日㈯

8/24㈯ 　10:00～　体験入園・説明会
水曜日 10:30～　未就園児（バンビ）教室
HP http://kojika-youchien.com

ともべ幼稚園
（東平2-11-7）

TEL 0296-77-0311
FAX 0296-77-9329 9月1日㈰ 10月5日㈯

未就園児教室（毎週火･水･木）
9/7㈯、9/28㈯、9/30㈪入園説明会
HP　http://www.tomobe-youtien.com

さくら幼稚園
（平町1811-4）

TEL 0296-77-8182
FAX 0296-77-3717

9月2日㈪

10月12日㈯
雨天:13日㈰

9/12㈭　保育体験・入園説明会
HP http://kasama-sakura-youchien.com/

認定こども園
すみれ幼稚園
（旭町345-1）

TEL 0296-77-5098
FAX 0296-77-5031

10月5日㈯
雨天:6日㈰

未就園児教室　9/12㈭、10/17㈭、
11/28㈭、12/5㈭　　10：00～
入園に関する質問・見学等は、いつでも
お受けします。
HP　http:// sumire-web.jp

認定こども園
岩間第一幼稚園
（吉岡156-26）

TEL 0299-45-3293
FAX 0299-45-3298 9月21日㈯

9/4㈬、9/10㈫入園説明会
見学等いつでもご連絡ください。
HP　http://www.iwama-1.sakura.ne.jp

ドレミ幼稚園
（市野谷1542-12）

TEL 0299-45-3711
FAX （同上） 10月5日㈯ 9/5㈭　公開保育・入園説明会

HP　http://www.doremikids.ed.jp

※詳細は、各幼稚園までお問い合わせください。（資料等郵送可）
※募集の受付期間は、定員になり次第終了となります。
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日付 行　　　事

1日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

2月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

3火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30

4水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

5木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

6金

7土

8日
日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場
普通救命講習会9:00～12:00 笠間市消防本部 消本

9月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

10火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

11水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

12木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

13金

14土

15日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場

16月 敬老の日

日付 行　　　事

17火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

18水

窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30
特設無料人権相談所　10:00～15:00
　友部社会福祉会館 法務

行政相談　13:00～15:00　友部社会福祉会館
　（秘書課 内線 226）
行政書士無料相談会　13:00～16:00
　笠間市役所本所1階ロビー （秘書課 内線 226）

19木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30
子育てサロン9:00～11:30みなみ公民館

20金 月見の会　18:00～20:00笠間つつじ公園
　℡ 080-1987-1146（福田）

21土
GARAGE PICNIC BAZAAR vol.8（22日まで）
　10:00～17:00（最終日は16：00まで）
　笠間市上加賀田1035　℡090-3478-4723（宮本）

22日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

23月 秋分の日

24火 窓口延長サービス【岩間支所】17:15～19:30
いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

25水 窓口延長サービス【市役所本所】17:15～19:30

26木 窓口延長サービス【笠間支所】17:15～19:30

27金

28土

29日 日曜窓口サービス【市役所本所】8:30～12:00

30月 いこいの家 ｢はなさか｣ 休館日

※岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10:00～16:00）。祝日は休み。
※�笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10:00～

16:00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館9:00～16:00）。
※�各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保ともべ保育所	 0296-77-6105
はいこいの家はなさか	 0296-77-5110
笠公笠間公民館	 0296-72-2100
友公友部公民館	 0296-77-7533
岩公岩間公民館	 0299-45-2080
笠保笠間保健センター	 0296-72-7711
友保友部保健センター	 0296-77-9145
岩保岩間保健センター	 0299-45-7888
市セ市民センターいわま	0299-37-6611	
	 0296-77-1101
法務水戸地方法務局	 029-227-9919
消本笠間市消防本部	 0296-73-0119

9月の休日救急診療当番（9：00～17：00）

日 付 曜 日 病 院 名 電 話 番 号

毎 週 日 笠間市立病院 0296-77-0034

1 6 月 山本内科小児科医院 0296-71-2232

2 3 月 河村医院 0296-72-2121

※�平日夜間19：00～22：00
（祝日を除く）は笠間市
立病院で初期救急診療を
行っています。
※�当番医は変更になる場合
がありますので、確認の上、
診療を受けてください。

8月11日～20日　情報　「精神保険ボランティア講座」
8月21日～31日　笠間の歴史「里見氏の小原城本丸跡」
9月  1日～10日　福祉作文「ぼくにできる福祉ってなんだろう」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

9 月平成25年
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

情報カレンダー
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　笠間の四季や情景を俳句で表現し、市内4箇所に設置され
たポストに投句するコンテスト「笠間俳句ポスト大賞」。一般、
小学生2部門合わせて428点の応募の中から最高賞一般部門に
大
おおやま

山文
ふみお

男さん（吉岡）、小学生部門に稲田小4年の小
こいけ

池将
しょうた

太さ
ん（稲田）が選ばれました。
　大山さんは震災で壊れた登り窯を見て、「笠間は焼き物の
まちであり、登り窯はシンボル的存在。これを絶やしてはな
らない」との思いを込めて「枯るる中　枯れざるものに　登り
窯」と詠みました。小池さんは「雪がふり　かわしかわして　

シュートした」と詠み、雪の降る中でのサッカーの試合で、相手をかわしてシュートした自分の姿を
表現しました。「大賞をとれてとてもうれしいです」と話していました。

KASAM A  CI TY 
TOP ICS

安全・安心のまちづくり活動への寄附金
ありがとうございます

笠間俳句ポスト大賞　

笠間市赤十字奉仕団友部分団視察研修

　7月12日（金）、笠間遊技場組合（山
やましろ

城
栄
えいいち

一組合長）より30万円の寄附をいただき
ました。
　山城さんは、『安全・安心まちづくり寄附
金』として地域の防犯、防災、交通安全等
の活動に役立ててほしいと話していました。
　市では、この寄附金で「笠間市民間交番
あさひ」で使用する装備品を購入し、活用
させていただきます。

　6月29日（土）笠間市赤十字奉仕団友部分団の30名が石巻赤十字病
院を視察しました。
　石巻赤十字病院では東日本大震災前から防災対策会議を職員対象
に毎週1回、近隣病院や警察、消防、保健所などとは毎月1回開催し
て意識の向上と具体的な対応を協議していたそうです。そのため、
震災発生4分後には対策本部を立ち上げ、1時間後にはロビーや廊下
での診療体制と玄関前でのトリアージ体制※を確立できたそうです。
　防災対策会議では、各病院・医院の役割も決めてありましたが、
津波により近隣の病院・医院がすべて流されてしまうという想定外
の状況のため、すべての患者を受け入れました。多くの患者の対応
に追われ、「職員は家に帰ることも家族の安否確認や遺体確認をする
こともできなかったことが一番つらかった」と話していました。日頃
からの危機管理意識と訓練がいかに重要であるかを改めて認識する
とともに、医療従事者としての志の高さに感服しながら病院を後に
しました。
※トリアージ体制…病気やけがの症状により、治療の優先順位を決める体制

市長に寄付金を手渡す山城組合長（左）

小池さん（左）、大山さん（右）

参加者の皆さん

被災地での献花

まちの  話  題 
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　県の商店街活性化コンペ事業で最優秀賞を獲
得したギャラリーロード商店会関係者の皆さん
が山口市長に受賞を報告し、事業の成功を誓い
ました。
ギャラリーロード商店会は、笠間芸術の森公園
沿いに並ぶギャラリーや飲食店など24店舗で
構成された商店会です。
　コンペでは、やきものの街「笠間」交流プロ
ジェクトとして、全国の若手作家集団の商店会
を使った共同展や親子陶びな展等の開催をするもので、最高150万円の補助が受けら
れます。山口市長から「新しい仕掛けに期待します」と励ましの言葉がありました。

　7月20日（土）、長渕剛第五回詩画展『殺気』を記念して、シンガー・ソングライターの長渕剛さんが笠間
日動美術館を訪れました。
　会場には震災への想いをストレートに表現した作品をはじめ、家族をテーマにした作品や遊び心のある作
品など、ありのままの長渕さんを表現した作品約80点が並んでいます。
　その形式に囚われない作風で、見る人に「これでいいんだ」「なんでもあって、自由でいいんだ」と感じて
もらえたら、と記者会見で長渕
さんは語りました。中でも、『復
興』というタイトルの作品につい
て「震災で受けた痛みや苦しみを
日本中で共有し、人事だと思わ
ずその壁を一緒に乗り越えるこ
とが大切」と訴えていました。同
展は8月18日（日）まで開催され
ます。

KASAM A  CI TY 
TOP ICS

第6回茨城県美しい水
み ど り

土里づくり　優良活動表彰受賞

県活性化コンペ最優秀
「ギャラリーロード商店会」市長に受賞報告

長渕剛さんが笠間を訪れました

　7月18日（木）、「農業農村シンポジウム2013」が開催され、
岩間地区の「岩間上郷地域ホタル増やそうかい」が最優秀賞で
ある知事賞を受賞しました。
　この表彰は、「農地・水保全管理支払交付金」や「中

ちゅうさんかん

山間地
域等直接支払制度」に取り組む活動組織や集落のうち、特に
優良なものを表彰し、農業・農村の保全意識の向上および啓
発を図り、茨城の農村の魅力を県内外に発信するものです。
　「岩間上郷地域ホタル増やそうかい」は営農と自然環境の共
存を高く評価され、表彰されました。

個展の開催を記念して
笠間を訪れた長渕さん

©西岡浩記

詩画展のタイトルになった作品「殺気」

「岩間上郷地域ホタル増やそうかい」の皆さん

まちの  話  題 

ギャラリーロード商店会関係者の皆さん
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県
有
地
で
あ
る
畜
産
試
験
場
跡
地

は
、
明
治
35
年
に
緑
岡
村
（
現
在
の
水

戸
市
見
川
町
）
に
開
設
さ
れ
た
「
茨
城

県
種
畜
場
」
が
大
正
5
年
に
旧
友
部
町

に
移
転
し
、
平
成
12
年
に
旧
八
郷
町

に
移
転
さ
れ
る
ま
で
の
85
年
間
、
県

内
畜
産
業
の
研
究
や
開
発
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
面
積
は
約
35
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
平
坦
な
土
地
で
あ
り
、

地
下
水
が
豊
富
で
、
何
よ
り
友
部
Ｉ

Ｃ
か
ら
約
5
分
、
友
部
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
か
ら
も
約
10
分
と
交
通
の
利
便
性

が
よ
い
中
心
市
街
地
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
排
水
設
備
が
未
整
備
で

あ
っ
た
た
め
、
畜
産
試
験
場
移
転
後

の
利
活
用
に
お
い
て
大
き
な
課
題
と

な
り
、
合
併
前
の
旧
友
部
町
時
代
か

ら
こ
の
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

茨
城
県
と
数
多
く
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、
課
題
で
あ
っ
た

「
雨
水
排
水
処
理
施
設
整
備
」
が
、
平

成
25
・
26
年
の
2
年
間
を
か
け
、
茨

城
県
の
市
町
村
合
併
支
援
事
業
を
導

入
し
、
約
9
億
円
を
か
け
て
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
市
と
し
て
は
、
整
備
終
了

後
の
利
活
用
を
図
る
た
め
に
、
地
域

振
興
、
雇
用
、
税
収
の
確
保
に
つ
な

が
る
企
業
等
の
誘
致
を
茨
城
県
と
一

体
で
進
め
て
い
ま
す
。
企
業
誘
致
に

あ
た
っ
て
は
各
業
種
の
方
々
に
、
畜

産
試
験
場
跡
地
の
利
点
や
市
が
取
り

組
む
優
遇
策
等
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

す
。
医
学
部
誘
致
の
話
も
あ
り
ま
す

が
、
早
期
の
利
活
用
に
向
け
て
実
現

で
き
る
事
を
優
先
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

市
に
と
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
企
業
情
報
の
提
供
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
是
非
ご
一
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

協会ロゴが入ったオレンジのユニホームが
できました

9月の国際交流情報
9月7日（土）
外国人のための生活ガイド養成講座
講座：午前11時～正午
ガイドブック配布：午後1時～2時
　　　　　　　　　（医療機関）
会場：�友部公民館、市内医療機関（事

前に連絡を受けた機関）

☆9月の日本語教室の開講日
　9月7日㈯・14日㈯・21日㈯
　（友部公民館 午前10時～）

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）

外国人のための生活ガイドブック（8か国語）を配布します
　笠間市で生活する外国人の方が、日常で必要とな
る各種情報を8か国語で説明した生活ガイドブック
を配布します。ご希望の方は、毎週土曜日に開講し
ている日本語教室で配布していますので、前日まで
に必要な言語を協会に連絡してください。なお、外
国人を雇用している企業や各医療機関に配付する予
定です。

　8月は「アイスクリームの発祥地探し」です。さあ、世界のこと
を知って交流を始めましょう。

モノ／コト アイスクリーム

発祥地 古代中国北部と古代アラブ。中国では動物の乳が自然に凍ったもの
を、アラブでは氷や雪に「乳と蜜」を加えたものを食していました。

いつごろ

中国では紀元前1000年頃。マルコポーロの「東方見聞録」に氷菓の
記述があります。アラブでは紀元前300年頃。「千夜一夜物語」に出
てくる「シャルバード（冷たい飲み物）」が「シャーベット」の語源と
考えられています。

誰が
はじめたか

中国は周の時代、武王と諸侯の王は、冷たい食品は体内をきれいに
すると好んで食したそうです。アレキサンダー大王は、山（中東で
唯一積雪があるレバノン山脈）から、氷雪を運ばせ糖を加えたもの
を戦士に栄養補給の目的で与えていました。大王自身はミルクや蜂
蜜、果汁やワインなどを氷雪に加えて、嗜

しこうひん

好品として食したそうです。

畜
産
試
験
場
跡
地

市

長

コ

ラ

ム

▲　旧畜産試験場

作成言語：
英語、中国語、ポル
トガル語、タイ語、
タガログ語、スペイ
ン語、韓国語、イン
ドネシア語
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昨
年
よ
り
風
疹
の
流
行
が
続
い
て

お
り
、
今
年
も
早
い
ペ
ー
ス
で
患
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
風
疹
は
、
発

熱
・
発
疹
・
リ
ン
パ
節
腫
脹
を
主
症

状
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
。

麻
疹（
は
し
か
）
よ
り
軽
症
の
た
め
、

「
三
日
は
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

小
児
の
感
染
症
と
認
識
し
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
1
歳
時
と

小
学
校
入
学
前
に
2
回
の
麻
疹
・
風

疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
免
疫
の
な
い
成
人
集

団
で
断
続
的
に
流
行
す
る
感
染
症
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
流
行
の
中
心
は
30
～
40
代
男

性
で
あ
り
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
一
度

も
接
種
し
な
か
っ
た
世
代
で
す（
女

性
の
み
中
学
校
で
集
団
接
種
）。
小

児
か
ら
感
染
す
る
機
会
が
減
っ
た
た

め
、
こ
の
世
代
の
男
性
の
15
％
は
風

疹
に
対
す
る
抗
体
を
持
ち
ま
せ
ん
。

同
世
代
女
性
の
抗
体
陰
性
は
4
％
で

す
が
、
感
染
予
防
に
不
十
分
な
抗
体

量
の
人
が
11
％
も
い
ま
す
。

　

成
人
が
感
染
し
て
も
、
関
節
炎
を

伴
う
こ
と
が
あ
る
も
の
の
重
症
化
は

し
ま
せ
ん
。
最
大
の
問
題
は
、
妊
婦

感
染
に
伴
う
胎
児
の
先
天
性
風
疹

症
候
群
で
す（
新
生
児
の
先
天
性
心

疾
患
・
難
聴
・
白
内
障
な
ど
）。
風

疹
ワ
ク
チ
ン
は
弱
毒
化
し
て
い
る
も

の
の
、
生
き
た
ウ
イ
ル
ス
を
用
い
る

「
生
」
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
た
め
、
妊

婦
に
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
妊
婦
も

し
く
は
妊
娠
す
る
可
能
性
の
あ
る
女

性
を
守
る
た
め
に
、
そ
の
周
り
の
方

（
夫
・
家
族
な
ど
）が
ワ
ク
チ
ン
で
免

疫
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

実
は
9
年
前
に
も
20
～
30
代
で
の

流
行
が
あ
り
、
そ
の
時
十
分
な
対
策

を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
今
回
の
流

行
の
原
因
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
ワ
ク

チ
ン
不
足
の
た
め
、
妊
娠
す
る
可
能

性
の
高
い
女
性
や
妊
婦
の
夫
・
同
居

家
族
の
接
種
が
最
優
先
で
す
。
し
か

し
供
給
に
余
裕
が
で
き
れ
ば
、
50
歳

以
下
で
2
回
の
接
種
歴
が
な
い
方
は

ぜ
ひ
接
種
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。
小

児
予
防
接
種
が
普
及
し
て
自
然
感
染

す
る
機
会
が
減
る
と
、
1
回
の
弱
毒

化
ウ
イ
ル
ス
接
種
で
は
免
疫
が
薄
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
感
染
す
る
人

が
減
っ
て
も
、
病
原
体
が
根
絶
さ
れ

る
ま
で
は
ワ
ク
チ
ン
は
必
要
で
す
。

む
し
ろ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫
に
依

存
す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
接
種
が

必
要
に
な
る
の
で
す
。

風
疹
予
防
接
種
の
考
え
方

―
か
か
る
の
は
大
人
・
守
る
べ
き
は
妊
婦
と
胎
児
―

笠
間
市
立
病
院
　
石
塚
恒
夫

市立病院の医療コラム 34

笠
間
の
歴
史
探
訪
13

　
Ｊ
Ｒ
岩
間
駅
か
ら
東
へ
7
㎞
、
常
磐
自

動
車
道
の
高
架
橋
を
く
ぐ
る
と
、
そ
こ
は

笠
間
市
安あ

ご居
地
内
。
昔
か
ら
八は

ち
ま
ん幡
太た

ろ
う郎

義よ
し
い
え家
が
奥
州
征
伐
の
帰
り
道
、
焼
き
討
ち

を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
「
あ
ず
ま
（
持

丸
）
長
者
伝
説
」
が
あ
る
場
所
で
す
。
そ

の
畑
か
ら
は
焼
き
米
が
大
量
に
出
土
し
、

古
代
道
が
通
り
、「
安
侯
駅
家
」
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
一
三
〇
〇
年
前
の
奈
良
・
平
安

時
代
の
頃
、
蝦え

ぞ夷
討
伐
の
た
め
中
央
と
地

方
を
結
ぶ
「
駅う

ま
や
じ路
」
が
整
備
さ
れ
盛
ん
に

兵
士
が
兵ひ

ょ
う
ろ
う糧
等
を
運
ぶ
た
め
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
古
代
道
に
は
、
16
㎞
ご
と

に
駅
家
が
設
け
ら
れ
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ

る
使
者
の
宿
泊
施
設
や
乗
り
継
ぎ
の
馬
な

ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
安
侯
駅
家

の
あ
っ
た
駅
路
は
、都
か
ら
常
陸
国
府（
石

岡
市
）
ま
で
の
東
海
道
を
延
長
し
、
陸
奥

国
（
現
在
の
東
北
地
方
）
へ
行
く
た
め
に

造
ら
れ
た
常
陸
国
最
古
の
主
要
な
道
路
で

し
た
。

　

平
成
十
年
、
五
万
堀
古
道
（
長
兎
路
）

の
発
掘
調
査
に
よ
り
10
ｍ
幅
の
直
線
道
路

が
発
見
さ
れ
、
八
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
延
長
上
に

位
置
す
る
安
居
地
内
も
古
代
道
が
通
っ
て

い
た
こ
と
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。
翌

年
、
安
侯
駅
家
推
定
地
よ
り
南
へ
５
０
０

ｍ
の
民
家
の
庭
か
ら
「
騎
兵
長
十
」
と
書

か
れ
た
墨ぼ

く
し
ょ書
土ど

き器
が
出
土
し
、
確
か
に
古

代
道
が
通
り
、
兵
士
が
こ
の
地
を
行
き
交

う
駅
家
の
存
在
が
改
め
て
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
周
辺
の
学
術
遺

跡
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
駅
家
と
し
て

は
珍
し
い
「
版は

ん
ち
く
き
だ
ん

築
基
壇
」
と
い
う
礎
石
建

物
跡
が
発
掘
さ
れ
、
大
規
模
な
法
倉
（
米

蔵
）
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
掘
立
柱
二
棟
な
ど
も
発
見

さ
れ
、
よ
り
駅
家
跡
の
可
能
性
が
大
き
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
石
岡
市
の
一
里
塚
か
ら
県
道

52
号
線
（
石
岡
城
里
線
）
を
真
直
ぐ
下
る

と
古
代
道
と
ほ
ぼ
同
じ
道
筋
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
途
中
小
美
玉
市
の

「
手て

つ
づ
み堤
」
の
地
名
は
、
八
幡
太
郎
義
家
が

5
万
の
兵
隊
を
率
い
て
奥
州
へ
向
か
う

時
、
大
雨
で
池
の
水
が
あ
ふ
れ
て
通
れ
な

い
の
で
、
手
で
土
を
も
っ
て
土
手
を
築
い

た
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
岩
間
地
内
、
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
へ
入
る
と
、
転
々
と
古
代

道
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉
沼
に

入
る
山
林
に
は
「
五
万
人
窪
」
と
い
う
地

名
が
あ
り
、
軍
勢
5
万
人
が
こ
こ
で
雨
宿

り
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他

八
幡
神
社
や
腰
掛
石
な
ど
多
く
の
伝
説
が

残
り
、
今
で
も
遠
い
い
に
し
え
の
栄
華
を

忍
ば
せ
て
い
ま
す
。　

（
市
史
研
究
員　

川か
わ
さ
き﨑　

史ふ
み
こ子
）

「
安あ
ご
の侯
駅う
ま
や家
」
推
定
地

安候駅家推定地周辺
発掘調査時の様子
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笠間公民館　☎0296-72-2100
友部公民館　☎0296-77-7533
岩間公民館　☎0299-45-2080

　笠間市民美術展覧会は、日頃から美術創作をされ
ている方々の作品を公募し、個々の技術の交流と進
歩を図ることを目的としています。
　また、美術作品を鑑賞できる機会をつくり、笠間
市全体の文化向上を目指しています。

会　期　�10月1日（火）～10月13日（日）
　　　　午前9時～午後5時30分
　　　　（10月13日（日）は午後3時まで）

会　場　笠間公民館（笠間市石井2068-1）
入　賞　�審査のうえ、優秀作品には、市長賞・教育長賞・

文化連盟会長賞・奨励賞・佳作を授与します。

資　格　�市内在住・在勤の方、市内出身の方（高校生
歓迎。ただし中学生以下の出品はご遠慮くだ
さい）

部門・規格

部　門 規　　　格
日本画 182㎝×182㎝以内
洋　画 8号以上30号以内

彫刻立体造形 底面200cm×200cm、
高さ300cm以内

工芸・デザイン
200cm×200cm×200cm以内
（市販のキット等を使った作品はご遠
慮ください）

写　真 4つ切以上（額縁またはパネル張り）

書　道

最小限色紙（額入）
縦書は縦210㎝×100㎝以内
（表装仕上がりまたは仮巻きでもよい）
縦横自由170㎝以内×50㎝以内

※�作品は未発表のもので、個人で搬入・展示できる
ものに限ります。

搬　入　9月29日（日）午前9時～午後3時
搬　出　10月13日（日）午後3時～午後5時
　　　　※搬入・搬出は時間厳守。

出品料　1部門につきひとり1，000円（高校生は無料）
出品点数　�ひとり3点以内
　　　　（ただし、洋画・書道は2点以内）

その他　�作品に必要な付属装飾（額縁またはパネル張
り、つりひも等）は、必ず出品者が付けてく
ださい。

問合せ　笠間公民館　℡0296-72-2100
　　　　笠間市石井2068-1

　機体整備の様子が間近で見られる工場で、飛行機
が安全に空を飛べる秘密を親子で一緒に学んでみま
せんか。

日　時 　10月26日（土）
　　　　　午前8時30分～午後5時　

集合場所　友部公民館　1階　ロビー
　　　　　（笠間市中央3-3-6）

見学場所　ＪＡＬ羽田機体整備工場（羽田空港）
対　象 　市内の小学生とその保護者の方
定　員 　15組（定員を超えた場合は抽選）
参加費 　1組1,500円
　　　　　※昼食代含まず。　

申込期限　9月26日（木）必着
申込方法　�友部公民館窓口で直接申し込むか、はがき

に①講座名「親子チャレンジ教室」　②児
童名（ふりがな）・性別③学校名④学年⑤
郵便番号・住所⑥電話番号⑦参加保護者名
（ふりがな）・性別・年齢を記入の上、お申
し込みください。（電話・ＦＡＸ不可）

受付時間　午前9時～午後5時15分
　　　　　（月曜日休館）

問合せ 　友部公民館　℡0296-77-7533
　　　　　〒309-1737　笠間市中央3-3-6

第39回「笠間市民美術展覧会」
出品者募集

友部公民館講座
「親子チャレンジ教室」

参加者募集
公　

民　

館
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◆笠間図書館ギャラリー展示者募集中！

　さまざまな創作活動などの発表の場として、笠間
図書館のギャラリーを利用してみませんか。
利用対象者：笠間市内在住・勤務している方、市内
で各種の活動を行っている団体および個人の方など。
申込方法：使用申込書を笠間図書館へご提出くださ
い。

☆詳しくは笠間図書館までお問い合わせください。

◆本やCD等は皆さんの貴重な財産です
　本やCDなどを借りた場合には、返却期間を必ず
守りましょう。返却が遅れると、予約が入っている
次の方への貸出が遅れてしまいます。また、長期延
滞をされた場合には、新規の貸出が一時的にできな
くなりますのでご注意ください。
  図書館の本やCD等は市民の貴重な財産です。ルー
ルを守って大切にご利用ください。

◆大盛況！！「まちの保健室」を開催しました

　6月14日（金）に笠間図書館と笠間保健センターと
のコラボ企画「まちの保健室」を開催し、たくさんの
方々にご参加いただきました。
　健康は、日常生活を送る上で最も基本的で、大切
なことです。保健師の解説を熱心に聴く参加者の姿
に、健康への関心の高さを感じました。今後も皆さ
んのニーズに応えられるような企画や、資料の提供
を考えていきますので、ぜひご参加ください。

■ 問  合  せ ■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

血圧・体脂肪・握力・活力年齢・血管年齢等、
体のバロメーターを計測しました。

健康に関する本やビ
デオ、DVDなどの資
料を展示しました。

展示の様子

図　

書　

館

各館の行事予定9月

友部図書館
◆おはなし会（0歳～4歳向け　午前11時～）
　9月  5日（木）『おとうふさんとそらまめさん』ほか
　9月19日（木）『まんまるおつきさん』ほか
◆おはなし会(4歳～小学生向け　午後2時～)
　9月  1日（日）『つきよのくじら（大型絵本）』ほか
　　　　　　　　＜すみれのWA＞
　9月  8日（日）�『こんなことってあるかしら（パネルシアター）』

ほか＜まゆみ朗読会＞
　9月15日（日）来てのおたのしみ！
◆名作映画会（午後2時～）
　9月22日（日）『エクソシスト　ディレクターズカット版』（132分）
◆ギャラリー
　◇8月27日（火）～9月8日（日）
　　「写真展示」茨城自然写真の会
　◇9月10日（火）～9月22日（日）
　　「スイサイ画展示」スケカクの会
　◇9月23日（火）～9月30日（日）
　　「水墨画展示」常陽水墨会

笠間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　9月  6日（金)『もりのおふろやさん』ほか

　9月20日（金）『カレーライスのうた』ほか
◆おはなし会（4歳～小学生向け　午後2時～）
　9月  1日（日）『ジョンくんとたのしく』ほか＜語り部の会＞
　9月  8日（日）『なしとりきょうだい』ほか＜アイ・アイ＞
　9月15日（日）『くいしんぼうのおしょうさん』ほか
　　　　　　　　＜箱田エプロン・ママーズ＞
　9月22日（日）『となりのたぬき』ほか＜はあとtoはあと＞
◆名作映画会（午後2時～）
　9月21日（土）『波山をたどる旅』（94分）
◆ギャラリー
　◇9月1日（日）まで
　　写真展「カシシ子供の家−アフリカ・ザンビアの孤児院より」
　　カシシ プロジェクト

岩間図書館
◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
　9月6日（金）『おつきさまこんばんは』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　 ◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
　　9月  1日（日）『おでっちょさん』ほか
　◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
　　9月14日（土）『でんしゃはっしゃしまーす』ほか
　◇おはなし会（午前11時～11時30分）
　　9月28日（土）来てのおたのしみ！

※〈　〉は実施するボランティア名です　※内容は変更になる場合があります
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エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（6月26日）
【施設モニタリング（3月～5月分）】
環境保全事業団より、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリ
ング・モニタリング結果の住民公表・排ガスの維持管理・浸出水の放流
の3月から5月分の監視項目に係る資料の提出を求め、その資料に基づ
き維持管理状況の報告を受けた。
①�最終処分場の浸出水処理水については、すべての項目で下水道の排除
基準値を下回った。
②�地下水の定期モニタリングについては、地下水集排水管水はすべての
項目で環境基準値を下回った。また、4か所のモニタリング井戸で一
般細菌やマンガン等の項目で環境基準値または水道水質基準値を超え
ていたが、過去のデータと比較して大きな変動はなかった。
③�防災調整池からの雨水等放流水については、すべての項目で排水基準
値を下回った。
④�溶融処理施設の排ガス常時監視については、最大値で塩化水素、窒素
酸化物、一酸化炭素で自主管理基準値を超えた日があったが、法定基
準値はすべての項目で満足した。

【次回の監視活動】施設の維持管理について実施。

の一部を助成します。
対�象者▶笠間市に住所を有する生産者、
所在する生産者組織（3戸以上の生産
者で組織する任意組織を含む）
要�件▶10ａ以上の農地において、栗ま
たは他品目（果樹および桑等）からの
抜根・造成などを行い、指定品種の
栗に改植を行うこと。
指�定品種▶丹沢、筑波、銀寄、利平、石鎚、
岸根、ぽろたん
補�助率▶10ａあたり　70,000円以
内（ただし予算の範囲内）
必�要なもの▶補助金等交付申請書（農
政課窓口備付または笠間市HPより
ダウンロード）、見積書（自力施工の
場合は不要）、改植予定の圃

ほじょう

場の写真
（2、3枚）
笠間市HP　
http://www.city.kasama.lg.jp/
申請期限▶12月27日（金）
　※必ず実施前に申請をしてください
申・問農政課（内線528）

「いばらき営農塾」（営農支援研
修　野菜入門コース）の受講者
を募集
　野菜園芸を中心に基礎知識と技術を

学ぶ研修です。
期�間▶11月27日（水）～平成26年3
月1日（土）※原則、水曜日の夜間と
土曜日の日中に開講
時間▶【講義】
　水曜日（午後6時～8時30分）
　�土曜日（午前9時30分～午後3時30
分）※原則週2日
会�場▶茨城県立農業大学校（茨城町長
岡）
対�象者▶新たに本格的な農業経営を目
指すおおむね45歳までの方
内�容▶野菜を中心とした農業基礎知識
の講義と実習
定�員▶40名（定員を超えた場合は選考）
受講料▶13,800円
申�込方法▶笠間農業改良普及センター
を経由して、茨城県立農業大学校に
お申し込みください。
申�込期限▶10月25日（金）
申笠間地域農業改良普及センター　
　℡ 0296-72-0701
問茨城県立農業大学校
　℡ 029-292-0419
ホームページ
http : //www.pre f . ibarak i . jp/
nourin/nodai/

※�営農研修等受講料の一部を助成しま
すので、詳しくは笠間市役所農政課
（内線543）へお問い合わせくださ
い。

となりのまちから
　　
スカイスリーフェスタ
（小美玉市）
　茨城空港の恒例イベント「スカイス
リーフェスタ」は、地元農畜産物や特産
品販売など小美玉の魅力が盛りだくさ
ん♪家族みんなで楽しめるイベントも
同時に開催予定です。
　ぜひ茨城空港に遊びに来てください。
日時▶9月28日（土）・29日（日）
　午前10時～午後4時
会場▶茨城空港
内容▶
　・地元特産品・グルメの販売
　・�小美玉マルシェ（地元商店による
特産品の出張販売）

　・地元小美玉市産の農畜産物販売
問 �小美玉市茨城空港利用促進協議会事
務局（小美玉市空港対策課内） 

　℡0299-48-1111（内線1172）

8月の納税等
納期限： 9月2日（月）

市 　 県 　 民 　 税	（２期分）
国 民 健 康 保 険 税	（３期分）
後期高齢者医療保険料	（２ 期 分）
介　護　保　険　料	（３期分）

※�納税には、簡単で便利な口座振替をご利用ください。
　�　納期限を過ぎると延滞金が加算されます。早めの納税を
お願いします。

◆日　時
　9月1日（日）　午前9時30分～午後3時
　（受付午後2時30分終了）
◆会　場
　茨城県産業会館　大会議室
　（水戸市桜川2-2-35）
◆内　容
�　�法律や行政、税務、会計、労働・社会保険、
不動産についてのご相談がある方は、お気軽
にご来場ください。（当日受付順・事前予約
不可）
◆相談員
�　�弁護士、司法書士、行政書士、税理士、公認
会計士、社会保険労務士、土地家屋調査士、
不動産鑑定士

【問合せ】茨城県行政書士会　℡029-305-3731

無料相談会を開催します
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医療法人社団栄進会　介護老人保健施設

笠間シルバーケアセンターパル
入所入所 短・短期入期入所所・通所通所リハリハビリビリテテーシションン入所・短期入所・通所リハビリテーション
（通所リハビリテーションはまだ余裕あり！！）

茨城県笠間市来栖255-1
ＴＥＬ 0296-70-1185／ＦＡＸ 0296-72-3110
ＵＲＬ http://www.k-pal.or.jp/

KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
行政相談所の開催が変わります
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱
された民間の有識者で、国や県、市な
どが行っている仕事に対する意見・要
望などの問題解決を図っています。
　毎月第4水曜日に、友部公民館で開
催していた行政相談所の開設日、開設
会場が次の日程で変更になります。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
お気軽にご相談ください。
変更になる開設日と会場▶
　9月18日（水）友部社会福祉会館
　�平成26年1月15日（水）友部社会福
祉会館
　�2月4日（火）市民センターいわま
　※時間は午後1時～3時
　※�上記開設日は、同会場で特設無料
人権相談も開設しています。

　※�予約申込みは不要です。11月・
12月・平成26年3月は第4水曜
日に友部公民館1階相談室で開設
しますので、ご利用ください。

問秘書課　（内線225）

日動美術館・春風萬里荘の入館
料が無料になります
　65歳以上の方を対象に文化振興の一
環として、優れた芸術作品を鑑賞でき
る高齢者芸術鑑賞事業を実施していま
す。
　ぜひこの機会に、緑豊かな野外彫刻
庭園を散策しながら本物の美術作品と
触れ合ってみてはいかがですか。
対�象▶笠間市内に在住の65歳以上の方
と同伴の家族の方（原則1名）
入�館料▶無料
　※�運転免許証・住基カード・保険証
等の提示が必要です。

期間▶平成26年3月31日まで
場�所▶笠間日動美術館および春風萬里
荘
開�館時間▶午前9時30分～午後5時（入
館は午後4時30分まで）
休�館日▶月曜日（祝日の場合は開館し、
翌日休館）
　※�笠間日動美術館で「長渕剛詩画展」

を開催中です。（8月18日（日）まで）
　次回の企画展は「海を渡った画家た
ち　藤

ふじしま

島武
たけじ

二から鴨
かもい

居玲
れい

まで」（9月7
日（土）～10月6日（日））を開催予定。
問日動美術館　℡0296-72-2160
　春風萬里荘　℡0296-72-0958
　生涯学習課（内線382）

不動産公売案内
　茨城租税債権管理機構では、一般の
方も参加できる入札により不動産を公
売します。詳しい内容はホームページ
でご覧ください。
日時▶9月3日（火）
　�午後1時20分～2時（受付／午後0
時50分〜、入札説明／午後1時）
場所▶水戸合同庁舎内2階大会議室
　（水戸市柵町1 -3-1）
公売対象不動産▶
売却区分番号▽25－32
見積価額▽
　163万円（公売保証金17万円）
財産の表示（登記簿による表示）▽
　�所在（地積）：笠間市押辺字椚山
2737番27（202.32㎡）
　地目：宅地
　�笠間市押辺字椚山2737番42
　（258.98㎡）
　地目：宅地
　※上水道が整備済みの宅地です。
日時▶10月1日（火）
　�午後1時20分～2時（受付／午後0
時50分〜、入札説明／午後1時）
場所▶水戸合同庁舎内2階大会議室
　（水戸市柵町1-3-1）
公売対象不動産▶
売却区分番号▽25－33
見積価額▽
　17万円（公売保証金2万円）
財産の表示（登記簿による表示）▽
　�所在（地積）：笠間市池野辺字老ノ作
2909番（851㎡）
　地目：田
売却区分番号▽25－34
見積価額▽
　27万円（公売保証金3万円）
財産の表示（登記簿による表示）▽
　�所在（地積）：笠間市池野辺字高橋
3084番（1,091㎡）

　地目：田
　※�農地につき「買受適格証明書」の提
出が必要です。

　※中止になる場合があります。
問茨城租税債権管理機構（茨城県水戸
合同庁舎内5階）
℡029（225）1221
http://www.ibaraki-sozei.jp/ 

募集
　果樹産地強化支援事業（栗苗・
梨苗植栽事業）に助成します
　笠間市における栗および梨の安定的
な生産のため、計画的な苗木の品種更
新を推進し、品質向上による生産振興
を図るため、苗木購入費を助成します。
【栗苗植栽事業】
　要�件▶指定品種20本以上の植栽を行
うこと

　補�助率▶栗の苗木1本あたり150円
以内（ただし予算の範囲内）

指�定品種▶丹
たんざわ

沢、筑
つくば

波、銀
ぎんよせ

寄、利
りへい

平、
　石
いしづち

鎚、岸
がんね

根、ぽろたん
【梨苗植栽事業】
　要件▶10本以上の植栽を行うこと
　補�助率▶梨の苗木1本あたり300円
以内（ただし予算の範囲内）

＜共通事項＞
対�象者▶笠間市に住所を有する生産者、
所在する生産者組織（3戸以上の生産
者で組織する任意組織を含む）
必�要なもの▶補助金等交付申請書（農
政課窓口備付または笠間市HPより
ダウンロード）、見積書（品種ごとの
単価がわかるもの）
笠間市HP
http://www.city.kasama.lg.jp/
申�請期限▶12月27日（金）
　※必ず購入前に申請をしてください。
申・問農政課（内線528）

栗の改植にかかる造成費用の一
部を助成します
　市では、推奨品種を指定し、栗の産
地化に取り組んでいます。推奨品種の
更なる生産拡大、品種別出荷の推進を
図るため、栗の改植にかかる造成費用

申は申込み先、問は問合せ先です。
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代表者 :齊
さいとう

藤　碩
ひろいち

一（上郷）
設　立 : 平成16年
会　員 : 35人

駒場ほたるの会

　会が発足して最初の活動は

ほたるが棲
す

むための池（ビオ

トープ）作りでした。

　会の活動に賛同し、土地を

無償で貸してくれたこともあ

り、｢ほたる池｣は、多くの善

意と会員の奉仕作業により1日

で完成しました。

　池の岸に咲くクリンソウは、

有識者の提案により植栽した

ものでしたが、会員による苗

の育成と管理を続けた結果、

群生地として知られるように

なり、開花期には多くの観光

客が訪れるようになりました。

　自然生物の復活は簡単では

なく、ほたるが乱舞するまで

の成果は得られていませんが、

私たちは会の活動を通して“人

と人の融和”というかけがえの

ない成果を得ることが出来ま

した。今では良好な地域コミュ

ニティが形成され、作業中は

楽しい会話が弾んでいます。

　 上 郷 駒 場 区 は、愛
あた ご さ ん

宕 山、
難
なんたいさん

台山、舘
たてぎしやま

岸山に囲まれた戸数
36戸の農村地帯です。
　豊かな自然環境により、かつ
てはほたるが乱

らんぶ

舞し、「ほたるの
里」として知られていました。
　しかし、農業の近代化と人々
の生活の変化によって、夏の夜
の風物詩であるほたるが激減し
てしまいました。
　郷

ふるさと

土の宝であるほたるの復活
を願う有志の発案により「駒場ほ
たるの会」が設立され、再びほた
るが飛び交う環境をとりもどす
という夢の実現に向かって地道
な奉仕活動を続けています。

ほたる池の草刈は重労働

クリンソウの管理作業

ほたる池に咲く
県の絶滅危惧種のクリンソウ（5月中旬）

飛び交うゲンジボタル
6月下旬大篠地内（上郷）

笠
ふ る さ と

間に生きる人たちシリーズ 84

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

奉仕作業を終了してほっと一息の会員のみなさん

代

表者（齊藤碩一さん）よ

り

「ほたる」で広がる
人の和
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わたしたち笠間市民のねがい
－ 笠 間 市 民 憲 章 －

自然を愛し，美しくゆめのあるまちにしよう

健康で働き，元気でいきがいのあるまちにしよう

歴史と文化を大切にし，豊かでうるおいのあるまちにしよう

思いやりの心を育て，明るいほほえみのあるまちにしよう

きまりを守り，安心でやすらぎのあるまちにしよう

平成19年1月1日制定

笠間市は，豊かな自然に恵まれ，先人たちが育んできた歴史や文化の

薫るまちです。わたしたちは，このふるさとを愛し，市民相互の交流に

つとめ，「住みよいまち 訪れてよいまち 笠間」をめざします。

本所

岩間駅西口

友部駅北口

8月31日（土）　午前6：00〜
（開場　午前5：00〜）

晴天時会場

笠間芸術の森公園
雨天時会場

※�雨天の場合は会場が狭い
ため入場制限をします。

笠間中学校
体育館

【問合せ】健康増進課（内線591）

＜お願い＞
・�暑い時期の早朝からの開催となりますので、朝食をとるなどし
て体調管理に配慮してください。
・�駐車場の混雑が予想されますので、乗り合わせのうえ、お早め
にお越しください。
・�参加者にはオリジナル記念品をご用意しています。参加費は無
料です。お気軽にご参加ください。（事前申込みは不要です）
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かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/index.php?code=1676　問合せ：子ども福祉課（内線162）

笠間キッズ館アドレス http://kasamacity-kidskan.com/　問合せ：笠間キッズ館 ℡0296-77-8340
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とうもろこしのピーマンカップ焼き

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

材料（４人分）
　　とうもろこし（芯からはずす）……生1本 

Ａ
　ロースハム（みじん切り）… ……1枚 
　　パセリ（みじん切り）… …………5g 
　　ピザ用チーズ……………………25g 
ピーマン（縦半分に切る）… …………大4個 
パン粉…………………………………大さじ2 
プチトマト……………………………8個 
カイワレ大根…………………………1/2パック 

作り方　
❶�とうもろこしは芯からはずしてほぐし、ハムとパセリはみ
じん切りにする。ピーマンは縦半分に切ってヘタを残して
種は取り除く。 
❷�ボールにＡを入れてよく混ぜ合わせ、ピーマンの中に詰め
て、パン粉をふる。 
❸�オーブントースターの受け皿にのせて、約10分焼く。お皿
に盛り付けてプチトマト、カイワレ大根を添える。

栄養成分（1人分）�エネルギー96kcal、 たんぱく質4.8g、脂質3.2g、
塩分0.3g 

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差
し上げます。このコーナーや広報紙への感想等
を添えて、住所・氏名・電話番号を明記の上、秘書課広報広聴グループ
まで、はがき（持参可）でお申込みください。
※当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

笠間焼うつわ
プレゼント

8月号締め切り：8月30日㈮必着
【笠間焼の提供】武

たけ

　伸
しんや

也
（笠間）

サイズ：約15.5㎝×15.5㎝

主食・主菜・副菜に旬の食材をたっぷり使ったメニューを
組み合わせバランスＵＰ。

ヘルスリーダーさんのおすすめ献立

主食：ご飯
汁：
なすの味噌汁

副菜：
今月の
レシピ

主菜：
チキンソテーの
トマトソース添え

笠間市ヘルスリーダーが紹介する

○市内保育所（園）一覧
保育所（園）名 所在地 電話番号 利用時間

てらざき保育所 寺崎170 0296-72-0254

月曜日～金曜日
9:00～16:00

い な だ 保 育 所 稲田3366 0296-74-2304

く る す 保 育 所 来栖73-1 0296-72-0563

と も べ 保 育 所 平町1759-1 0296-77-6105

大 沢 保 育 園 平町1717-89 0296-77-1068 月曜日～金曜日8:00～17:00

み か 保 育 園 東平1-18-6 0296-77-7928 月曜日～金曜日8:00～17:00

す み れ 保 育 園 旭町345-1 0296-77-5098 月曜日～金曜日8:00～18:00

め ぐ み 保 育 園 下郷4425-31 0299-45-2200 月曜日～土曜日7:00～19:00

岩 間 保 育 園 下郷4134-2 0299-45-2019 月曜日～土曜日8:00～17:00

おしのべ保育園 押辺2709-561 0299-45-2696 月曜日～金曜日8:00～17:00

一時保育をご存知ですか
　保護者が病気になったり、冠婚葬祭が入ったり、
子育てに疲れたり、一時的にお子さんの世話がで
きなくなったとき、保育所・保育園にお子さんを
有料で預けることができます。
　利用料は、1日2,000円です。園によっては、
その他に昼食やおやつ代がかかるところもありま
す。
　詳細については、各園にお問い合わせください。
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○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問合せは秘書課（内線225）まで。
○表紙の題字「笠間」は書家：関紫芳さんよりご協力いただいたものです。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口7.1現在）	 ▶人　口 77,795人（−68人）　男 38,082人（−38人）　女 39,713人（−30人）
	 ▶世帯数 28,470世帯（＋8世帯）　▶6月の出生数 42人

再生紙を使用しています


